
札幌市の様々な産業をけん引する「重点分野」及び、札幌市産業全体の底上げが期待される「ものづくり分野」及び
「介護支援関連分野」においてさっぽろ連携中枢都市圏※（以下、「圏域市町村」という。）内の中小企業者等が行う
新製品・新技術開発（既製品の改良を含む）の取組を支援することによって、圏域市町村の経済の活性化を図ってい
くことを目的としています。
※「さっぽろ連携中枢都市圏」とは、札幌市及び近郊11市町村（小樽市、岩見沢市、江別市、千歳市、恵庭市、北広
島市、石狩市、当別町、新篠津村、南幌町及び長沼町）のことをいいます。
 

以下の要件をすべて満たす中小企業者・組合等
⑴ 圏域市町村内に本社を有する企業であること
⑵ 設立後１年以上経過し、事業を継続して実施する見通しがあること
⑶ 事業を実施するための経営資源、人材等を有していること
 

以下の分野における新製品・新技術開発（既製品の改良を含む）に関する取組
⑴ 食関連分野　⑵ 健康福祉・医療関連分野　⑶ 製造関連分野　⑷ ＩＴ関連分野　⑸ 介護支援関連分野
 

補助対象経費の１／２以内、上限額５００万円
※介護支援関連分野、バリアフリー等に資する開発は、補助対象経費の２／３以内
 

６件
（令和３年度採択案件）

本事業実施に係る以下の経費
■旅費※1　■報償費　■原材料・消耗品費　■人件費※2　■通信・運搬費　■機器リース料　
■機器購入費※3　■施設及び設備等賃借料　■外注費（調査・分析・加工・共同研究費等）　
■その他本事業の遂行に必要と認められる経費
※１ 旅費については国内旅費に限る
※２ 人件費については補助対象経費総額の１／２以内かつ５００万円を限度とする（ただし、ＩＴ関連分野のみ２／３

　以内かつ６５０万円を限度とする）
※３ 機器購入費については補助対象経費総額の２／３以内かつ６５０万円を限度とする

 

令和３年４月５日～令和３年５月14日
 

公益財団法人北海道科学技術総合振興センター（ノーステック財団）　クラスター事業部
〒001‐0021 札幌市北区北21条西12丁目　北海道大学構内　コラボほっかいどう
TEL：011‐708‐6526
URL：http://www.noastec.jp

※令和4年度事業詳細は、市ホームページなどで公開する公募要領等をご確認ください。
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ものづくり開発推進事業補助金
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プロジェクト内容

北海道の企業と北海道の就活生を応援する就職サイト

AIケアプラン・介護記録ソフトCareViewerとIoT用汎用機器とのデータ連携機能についての開発

医療機器分野における事業拡大を目指した医療被曝線量計の改良

コロナ禍で苦しむ顧客支援と食品ロスの削減のための地産地消・高級レトルトカレーの新商品開発と製造方法の確立

認知機能進行を抑える個人に最適なアプローチ方法のシステム化

高精度非侵襲血中にごり測定器の開発

事業者

有限会社エイチ・ビー・エヌ

株式会社さくらコミュニティサービス

太宝電子株式会社

株式会社南華園

株式会社ネクスウェル

メディカルフォトニクス株式会社
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